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第
一
節

　制
度
の
概
要

制
度
の
創
設

社
会
の
高
齢
化
が
進
む
に
従
い
、
加
齢
に
伴
っ
て
寝
た
き
り
や
認
知
症
に
な
っ
た

と
き
誰
が
介
護
を
担
う
の
か
と
い
う
問
題
が
、
切
実
な
不
安
と
と
も
に
浮
か
び
上

が
っ
て
き
た
。
こ
の
不
安
を
取
り
除
き
、
す
べ
て
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
や

家
庭
で
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
社
会
全
体
の
課
題

で
も
あ
る
。
こ
の
課
題
に
応
え
る
た
め
、
国
は
老
人
福
祉
法
の
改
正
（
昭
和
四
十
八

年
）、
老
人
保
健
法
（
昭
和
五
十
七
年
制
定
）、
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
か
年
戦
略

（
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
、
平
成
元
年
策
定
）、
さ
ら
に
新
・
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
か

年
戦
略
（
新
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
、
平
成
六
年
策
定
）
な
ど
の
諸
施
策
を
講
じ
て
き
た

が
、
こ
れ
ら
高
齢
者
に
対
す
る
医
療
・
福
祉
行
政
は
、
急
増
す
る
需
要
に
対
し
、
サ
ー

ビ
ス
と
財
政
の
両
面
で
次
第
に
限
界
を
示
し
始
め
、
国
も
地
方
も
大
き
な
転
換
を
迫

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
打
開
を
目
指
し
て
構
想
さ
れ
た
の
が
介
護
保
険
制
度
で
あ

る
。
こ
の
構
想
が
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
九
月
、

当
時
の
社
会
保
障
制
度
審
議
会
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
平
成
九
年
十
二
月
に
介
護
保
険

第
三
章

　介
護
保
険

法
が
成
立
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

こ
の
新
制
度
成
立
の
背
景
に
は
、
核
家
族
化
に
よ
り
要
介
護
高
齢
者
に
対
す
る
家

庭
内
介
護
力
が
低
下
し
た
こ
と
、
介
護
期
間
の
長
期
化
に
よ
り
介
護
者
の
高
齢
化
が

進
み
「
老
老
介
護
」
が
増
加
し
た
こ
と
、
自
宅
で
介
護
が
困
難
な
高
齢
者
を
介
護
目

的
で
医
療
機
関
に
長
期
入
院
さ
せ
る
「
社
会
的
入
院
」
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
医

療
費
の
増
大
な
ど
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
介
護
保
険
法
が
成
立
す
る
ま
で
、
高
齢
者
介
護
は
、
老
人
福
祉
法
と
老
人

保
健
法
の
二
つ
の
異
な
る
制
度
の
も
と
で
行
わ
れ
て
お
り
、
利
用
者
が
サ
ー
ビ
ス
の

選
択
を
自
由
に
行
え
な
い
と
い
う
問
題
や
、
施
設
不
足
、
地
域
や
施
設
間
で
の
サ
ー

ビ
ス
の
格
差
等
の
問
題
も
生
じ
て
い
た
。

介
護
保
険
制
度
は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
各
分
野
に
分
割
さ
れ
て
い
た
介
護
対

策
を
一
元
化
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
が
保
健
・
医
療
・
福
祉
等
に
ま
た
が
る
複
数
の

サ
ー
ビ
ス
を
適
宜
組
み
合
わ
せ
て
選
択
し
、
総
合
的
・
効
率
的
に
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
た
も
の
で
、
家
族
に
依
存
し
な
い
介
護
と
い
う
も
の
を
社
会
シ
ス
テ
ム
化
し
た

点
で
画
期
的
と
い
え
る
。

ま
た
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
」
が

治
療
や
介
護
等
の
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
に

か
か
る
負
担
（
費
用
、
家
族
介
助
、
福
祉
施
設
利
用
料
等
）
を
社
会
全
体
で
支
え
る

た
め
、
給
付
と
負
担
の
関
係
が
明
確
な
社
会
保
険
方
式
に
基
礎
を
置
い
た
シ
ス
テ
ム

と
し
て
設
計
さ
れ
、
四
十
歳
以
上
の
国
民
す
べ
て
が
被
保
険
者
（
加
入
者
）
と
な
っ

て
保
険
料
を
納
め
、介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
に
、介
護
認
定
を
受
け
て
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

制
度
の
仕
組
み

介
護
保
険
の
保
険
者
は
恵
庭
市
で
あ
り
、
市
は
介
護
保
険
を
運
営
し
、
国
や
道
は

財
政
面
・
事
務
面
で
市
を
支
援
す
る
。

被
保
険
者
は
、第
一
号
被
保
険
者
（
六
十
五
歳
以
上
）
と
、第
二
号
被
保
険
者
（
四

十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
医
療
保
険
加
入
者
）
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
、
第
一
号
被

保
険
者
は
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
に
よ
り
、
食
事
・
入
浴
・
排
泄
な
ど
日
常
の

生
活
動
作
に
お
い
て
常
に
介
護
が
必
要
な
状
態
（
要
介
護
状
態
）、
ま
た
家
事
や
身

支
度
な
ど
の
日
常
生
活
に
支
援
が
必
要
な
状
態
（
要
支
援
状
態
）
に
な
っ
た
場
合
に

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
。
一
方
、
第
二
号
被
保
険
者
は
、
脳
血
管
疾
患
や
悪

性
関
節
リ
ウ
マ
チ
等
の
病
気
な
ど
が
原
因
で
要
支
援
・
要
介
護
状
態
と
な
っ
た
場
合

に
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
。

い
ず
れ
も
、
利
用
者
は
原
則
と
し
て
介
護
費
用
の
一
割
を
自
己
負
担
し
、
そ
れ
以

外
の
九
割
の
費
用
は
半
分
を
保
険
料
、
残
り
半
分
を
公
費
（
国
が
二
五
％
、
道
と
市

が
一
二
・
五
％
ず
つ
負
担
）
で
賄
う
仕
組
み
で
あ
る
。

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
介
護
の
必

要
性
や
必
要
量
に
つ
い
て
の
認
定
（
要
介
護
認
定
）
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、
申
請

を
し
て
認
定
さ
れ
る
と
、
そ
の
介
護
の
度
合
い
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
介
護
保
険
導
入
時
（
平
成
十
二
年
四
月
〜
十
八
年
三
月
）
の
認
定
区

分
は
、「
要
支
援
」及
び「
要
介
護
１
〜
要
介
護
５
」ま
で
の
六
段
階
に
区
分
さ
れ
た（
平

成
十
八
年
四
月
か
ら
は
「
要
支
援
２
」
が
新
設
さ
れ
た
）。

第
二
節

　制
度
の
運
用

介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

介
護
保
険
法
で
は
、
三
年
を
一
期
（
第
二
期
計
画
ま
で
は
五
年
を
一
期
）
と
す
る

介
護
保
険
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
策
定
す
る
よ
う
規
定
し
て
お
り
、
こ
の
法
定
計

画
が
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
で
あ
る
。
三
年
を
一
サ
イ
ク
ル
と
し
て
見
直
し
を
行

う
の
は
、介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
、給
付
と
負
担
の
関
係
な
ど
を
時
代
状
況
に
合
っ

た
在
り
方
に
柔
軟
に
修
正
し
て
い
く
た
め
で
あ
り
、
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て

は
、
要
介
護
者
の
人
数
や
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
の
見
込
量
な
ど
、
事
業
計
画
に
定

め
る
サ
ー
ビ
ス
費
用
見
込
額
等
に
基
づ
き
保
険
料
を
設
定
し
直
す
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。
な
お
、
設
定
し
た
保
険
料
は
一
期
三
年
の
間
、
同
額
に
維
持
さ
れ
る
。

恵
庭
市
は
、
介
護
保
険
の
実
施
に
向
け
て
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
新
た
に
策

定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
市
は
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
九
月
に
、
高
齢
者
の
保

健
福
祉
政
策
全
般
に
関
す
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
「
恵
庭
市
老
人
保
健
福
祉
計

画
」（
旧
計
画
）
を
策
定
し
て
お
り
、
こ
れ
が
平
成
十
一
年
度
で
終
期
を
迎
え
、
さ

ら
に
翌
年
度
か
ら
は
介
護
保
険
制
度
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
て
、旧
計
画
を「
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
と
名
称
も
改
め
て
新
た
に
策
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容

が
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
両
計
画
を
「
恵
庭
市

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
」
と
一
体
の
も
の
と
し
て
策
定
す

る
こ
と
と
し
た
。

「
恵
庭
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
」の
策
定
に
際
し
て
は
、

全
庁
的
に
協
議
を
進
め
る
必
要
か
ら
、
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
六
月
に
、
総
務
課
、

企
画
課
、
市
民
課
、
税
務
課
、
福
祉
事
務
所
の
関
係
職
員
か
ら
な
る
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
「
介
護
保
険
推
進
協
議
会
」
を
組
織
し
、
制
度
や
組
織
体
制
、
推
進
方

法
に
つ
い
て
の
検
討
を
重
ね
た
。
同
年
十
一
月
に
は
、
各
界
の
代
表
者
一
八
人
に
よ

る
策
定
委
員
会
と
、
策
定
委
員
会
の
円
滑
な
運
営
を
助
け
る
た
め
一
四
人
の
市
職
員

か
ら
な
る
幹
事
会
が
設
置
さ
れ
た
。
策
定
委
員
会
に
は
、
被
保
険
者
の
意
向
を
反
映

す
る
た
め
に
一
般
応
募
に
よ
る
市
民
二
人
が
参
加
し
て
い
る
。

平
成
十
年
七
月
、
高
齢
者
の
実
態
と
需
要
把
握
の
た
め
、
在
宅
高
齢
者
を
対
象
に

訪
問
皆
悉
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
対
象
者
は
一
万
一
六
六
六
人
（
回
答
九
六
〇
七
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第
一
節

　制
度
の
概
要

制
度
の
創
設

社
会
の
高
齢
化
が
進
む
に
従
い
、
加
齢
に
伴
っ
て
寝
た
き
り
や
認
知
症
に

な
っ
た
と
き
誰
が
介
護
を
担
う
の
か
と
い
う
問
題
が
、
切
実
な
不
安
と
と
も

に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
こ
の
不
安
を
取
り
除
き
、
す
べ
て
の
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
や
家
庭
で
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
は
社
会
全
体
の
課
題
で
も
あ
る
。
こ
の
課
題
に
応
え
る
た
め
、
国
は

老
人
福
祉
法
の
改
正
（
昭
和
四
十
八
年
）、
老
人
保
健
法
（
昭
和
五
十
七
年

制
定
）、
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
か
年
戦
略
（
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
、
平
成

元
年
策
定
）、
さ
ら
に
新
・
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
か
年
戦
略
（
新
ゴ
ー

ル
ド
プ
ラ
ン
、
平
成
六
年
策
定
）
な
ど
の
諸
施
策
を
講
じ
て
き
た
が
、
こ
れ

ら
高
齢
者
に
対
す
る
医
療
・
福
祉
行
政
は
、
急
増
す
る
需
要
に
対
し
、
サ
ー

ビ
ス
と
財
政
の
両
面
で
次
第
に
限
界
を
示
し
始
め
、
国
も
地
方
も
大
き
な
転

換
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
三
章

　介
護
保
険

こ
の
よ
う
な
状
況
の
打
開
を
目
指
し
て
構
想
さ
れ
た
の
が
介
護
保
険
制
度

で
あ
る
。
こ
の
構
想
が
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
平
成
六（
一
九
九
四
）

年
九
月
、
当
時
の
社
会
保
障
制
度
審
議
会
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
平
成
九
年
十

二
月
に
介
護
保
険
法
が
成
立
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

こ
の
新
制
度
成
立
の
背
景
に
は
、
核
家
族
化
に
よ
り
要
介
護
高
齢
者
に
対

す
る
家
庭
内
介
護
力
が
低
下
し
た
こ
と
、
介
護
期
間
の
長
期
化
に
よ
り
介
護

者
の
高
齢
化
が
進
み
「
老
老
介
護
」
が
増
加
し
た
こ
と
、
自
宅
で
介
護
が
困

難
な
高
齢
者
を
介
護
目
的
で
医
療
機
関
に
長
期
入
院
さ
せ
る「
社
会
的
入
院
」

が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
医
療
費
の
増
大
な
ど
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
介
護
保
険
法
が
成
立
す
る
ま
で
、
高
齢
者
介
護
は
、
老
人
福
祉
法

と
老
人
保
健
法
の
二
つ
の
異
な
る
制
度
の
も
と
で
行
わ
れ
て
お
り
、
利
用
者

が
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
を
自
由
に
行
え
な
い
と
い
う
問
題
や
、
施
設
不
足
、
地

域
や
施
設
間
で
の
サ
ー
ビ
ス
の
格
差
等
の
問
題
も
生
じ
て
い
た
。

介
護
保
険
制
度
は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
各
分
野
に
分
割
さ
れ
て
い
た

介
護
対
策
を
一
元
化
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
が
保
健
・
医
療
・
福
祉
等
に
ま

た
が
る
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
適
宜
組
み
合
わ
せ
て
選
択
し
、
総
合
的
・
効
率

的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
、
家
族
に
依
存
し
な
い
介
護
と
い
う

も
の
を
社
会
シ
ス
テ
ム
化
し
た
点
で
画
期
的
と
い
え
る
。

ま
た
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で

も
」
が
治
療
や
介
護
等
の
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
そ
れ
に
か
か
る
負
担
（
費
用
、
家
族
介
助
、
福
祉
施
設
利
用
料
等
）

を
社
会
全
体
で
支
え
る
た
め
、
給
付
と
負
担
の
関
係
が
明
確
な
社
会
保
険
方

式
に
基
礎
を
置
い
た
シ
ス
テ
ム
と
し
て
設
計
さ
れ
、
四
十
歳
以
上
の
国
民
す

べ
て
が
被
保
険
者
（
加
入
者
）
と
な
っ
て
保
険
料
を
納
め
、
介
護
が
必
要
と

な
っ
た
と
き
に
、
介
護
認
定
を
受
け
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

制
度
の
仕
組
み

介
護
保
険
の
保
険
者
は
恵
庭
市
で
あ
り
、
市
は
介
護
保
険
を
運
営
し
、
国

や
道
は
財
政
面
・
事
務
面
で
市
を
支
援
す
る
。

被
保
険
者
は
、
第
一
号
被
保
険
者
（
六
十
五
歳
以
上
）
と
、
第
二
号
被
保

険
者
（
四
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
医
療
保
険
加
入
者
）
の
二
つ
に
分
け

ら
れ
、
第
一
号
被
保
険
者
は
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
に
よ
り
、
食
事
・

入
浴
・
排
泄
な
ど
日
常
の
生
活
動
作
に
お
い
て
常
に
介
護
が
必
要
な
状
態（
要

介
護
状
態
）、
ま
た
家
事
や
身
支
度
な
ど
の
日
常
生
活
に
支
援
が
必
要
な
状

態
（
要
支
援
状
態
）
に
な
っ
た
場
合
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
。
一

方
、
第
二
号
被
保
険
者
は
、
脳
血
管
疾
患
や
悪
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
等
の
病
気

な
ど
が
原
因
で
要
支
援
・
要
介
護
状
態
と
な
っ
た
場
合
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
。

い
ず
れ
も
、
利
用
者
は
原
則
と
し
て
介
護
費
用
の
一
割
を
自
己
負
担
し
、

そ
れ
以
外
の
九
割
の
費
用
は
半
分
を
保
険
料
、
残
り
半
分
を
公
費
（
国
が
二

五
％
、
道
と
市
が
一
二
・
五
％
ず
つ
負
担
）
で
賄
う
仕
組
み
で
あ
る
。

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
介

護
の
必
要
性
や
必
要
量
に
つ
い
て
の
認
定
（
要
介
護
認
定
）
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
、申
請
を
し
て
認
定
さ
れ
る
と
、そ
の
介
護
の
度
合
い
に
応
じ
た
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
介
護
保
険
導
入
時
（
平
成
十
二
年
四
月

〜
十
八
年
三
月
）
の
認
定
区
分
は
、「
要
支
援
」
及
び
「
要
介
護
１
〜
要
介

護
５
」
ま
で
の
六
段
階
に
区
分
さ
れ
た
（
平
成
十
八
年
四
月
か
ら
は
「
要
支

援
２
」
が
新
設
さ
れ
た
）。

第
二
節

　制
度
の
運
用

介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

介
護
保
険
法
で
は
、
三
年
を
一
期
（
第
二
期
計
画
ま
で
は
五
年
を
一
期
）

と
す
る
介
護
保
険
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
策
定
す
る
よ
う
規
定
し
て
お

り
、
こ
の
法
定
計
画
が
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
で
あ
る
。
三
年
を
一
サ
イ

ク
ル
と
し
て
見
直
し
を
行
う
の
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
、
給
付
と
負

担
の
関
係
な
ど
を
時
代
状
況
に
合
っ
た
在
り
方
に
柔
軟
に
修
正
し
て
い
く
た

め
で
あ
り
、
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
要
介
護
者
の
人
数
や
サ
ー

ビ
ス
の
種
類
ご
と
の
見
込
量
な
ど
、
事
業
計
画
に
定
め
る
サ
ー
ビ
ス
費
用
見

込
額
等
に
基
づ
き
保
険
料
を
設
定
し
直
す
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

設
定
し
た
保
険
料
は
一
期
三
年
の
間
、
同
額
に
維
持
さ
れ
る
。

恵
庭
市
は
、
介
護
保
険
の
実
施
に
向
け
て
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
新

た
に
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、市
は
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
九
月
に
、

高
齢
者
の
保
健
福
祉
政
策
全
般
に
関
す
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
「
恵
庭

市
老
人
保
健
福
祉
計
画
」（
旧
計
画
）
を
策
定
し
て
お
り
、
こ
れ
が
平
成
十

一
年
度
で
終
期
を
迎
え
、
さ
ら
に
翌
年
度
か
ら
は
介
護
保
険
制
度
が
施
行
さ

れ
る
こ
と
を
受
け
て
、
旧
計
画
を
「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
と
名
称
も
改
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第
一
節

　制
度
の
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
の
高
齢
化
が
進
む
に
従
い
、
加
齢
に
伴
っ
て
寝
た

き
り
や
認
知
症
に
な
っ
た
と
き
誰
が
介
護
を
担
う
の
か

と
い
う
問
題
が
、
切
実
な
不
安
と
と
も
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
こ
の
不

安
を
取
り
除
き
、
す
べ
て
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
や
家
庭
で
安
心
し

て
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
社
会
全
体
の
課
題
で
も
あ

る
。
こ
の
課
題
に
応
え
る
た
め
、
国
は
老
人
福
祉
法
の
改
正
（
昭
和
四
十
八

年
）、
老
人
保
健
法
（
昭
和
五
十
七
年
制
定
）、
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
か

年
戦
略
（
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
、
平
成
元
年
策
定
）、
さ
ら
に
新
・
高
齢
者
保

健
福
祉
推
進
十
か
年
戦
略
（
新
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
、
平
成
六
年
策
定
）
な
ど

の
諸
施
策
を
講
じ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
高
齢
者
に
対
す
る
医
療
・
福
祉
行
政

は
、
急
増
す
る
需
要
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
と
財
政
の
両
面
で
次
第
に
限
界
を

示
し
始
め
、
国
も
地
方
も
大
き
な
転
換
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
打
開
を
目
指
し
て
構
想
さ
れ
た
の
が
介
護
保
険
制
度

制
度
の
創
設

第
三
章

　介
護
保
険

で
あ
る
。
こ
の
構
想
が
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
平
成
六（
一
九
九
四
）

年
九
月
、
当
時
の
社
会
保
障
制
度
審
議
会
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
平
成
九
年
十

二
月
に
介
護
保
険
法
が
成
立
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

こ
の
新
制
度
成
立
の
背
景
に
は
、
核
家
族
化
に
よ
り
要
介
護
高
齢
者
に
対

す
る
家
庭
内
介
護
力
が
低
下
し
た
こ
と
、
介
護
期
間
の
長
期
化
に
よ
り
介
護

者
の
高
齢
化
が
進
み
「
老
老
介
護
」
が
増
加
し
た
こ
と
、
自
宅
で
介
護
が
困

難
な
高
齢
者
を
介
護
目
的
で
医
療
機
関
に
長
期
入
院
さ
せ
る「
社
会
的
入
院
」

が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
医
療
費
の
増
大
な
ど
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
介
護
保
険
法
が
成
立
す
る
ま
で
、
高
齢
者
介
護
は
、
老
人
福
祉
法

と
老
人
保
健
法
の
二
つ
の
異
な
る
制
度
の
も
と
で
行
わ
れ
て
お
り
、
利
用
者

が
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
を
自
由
に
行
え
な
い
と
い
う
問
題
や
、
施
設
不
足
、
地

域
や
施
設
間
で
の
サ
ー
ビ
ス
の
格
差
等
の
問
題
も
生
じ
て
い
た
。

介
護
保
険
制
度
は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
各
分
野
に
分
割
さ
れ
て
い
た

介
護
対
策
を
一
元
化
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
が
保
健
・
医
療
・
福
祉
等
に
ま

た
が
る
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
適
宜
組
み
合
わ
せ
て
選
択
し
、
総
合
的
・
効
率

的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
、
家
族
に
依
存
し
な
い
介
護
と
い
う

も
の
を
社
会
シ
ス
テ
ム
化
し
た
点
で
画
期
的
と
い
え
る
。

ま
た
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で

も
」
が
治
療
や
介
護
等
の
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
そ
れ
に
か
か
る
負
担
（
費
用
、
家
族
介
助
、
福
祉
施
設
利
用
料
等
）

を
社
会
全
体
で
支
え
る
た
め
、
給
付
と
負
担
の
関
係
が
明
確
な
社
会
保
険
方

式
に
基
礎
を
置
い
た
シ
ス
テ
ム
と
し
て
設
計
さ
れ
、
四
十
歳
以
上
の
国
民
す

べ
て
が
被
保
険
者
（
加
入
者
）
と
な
っ
て
保
険
料
を
納
め
、
介
護
が
必
要
と

な
っ
た
と
き
に
、
介
護
認
定
を
受
け
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
介
護
保
険
の
保
険
者
は
恵
庭
市
で
あ
り
、
市
は
介
護

保
険
を
運
営
し
、
国
や
道
は
財
政
面
・
事
務
面
で
市

を
支
援
す
る
。

被
保
険
者
は
、
第
一
号
被
保
険
者
（
六
十
五
歳
以
上
）
と
、
第
二
号
被
保

険
者
（
四
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
医
療
保
険
加
入
者
）
の
二
つ
に
分
け

ら
れ
、
第
一
号
被
保
険
者
は
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
に
よ
り
、
食
事
・

入
浴
・
排
泄
な
ど
日
常
の
生
活
動
作
に
お
い
て
常
に
介
護
が
必
要
な
状
態（
要

介
護
状
態
）、
ま
た
家
事
や
身
支
度
な
ど
の
日
常
生
活
に
支
援
が
必
要
な
状

態
（
要
支
援
状
態
）
に
な
っ
た
場
合
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
。
一

方
、
第
二
号
被
保
険
者
は
、
脳
血
管
疾
患
や
悪
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
等
の
病
気

な
ど
が
原
因
で
要
支
援
・
要
介
護
状
態
と
な
っ
た
場
合
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
。

い
ず
れ
も
、
利
用
者
は
原
則
と
し
て
介
護
費
用
の
一
割
を
自
己
負
担
し
、

そ
れ
以
外
の
九
割
の
費
用
は
半
分
を
保
険
料
、
残
り
半
分
を
公
費
（
国
が
二

五
％
、
道
と
市
が
一
二
・
五
％
ず
つ
負
担
）
で
賄
う
仕
組
み
で
あ
る
。

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
介

護
の
必
要
性
や
必
要
量
に
つ
い
て
の
認
定
（
要
介
護
認
定
）
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
、申
請
を
し
て
認
定
さ
れ
る
と
、そ
の
介
護
の
度
合
い
に
応
じ
た
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
介
護
保
険
導
入
時
（
平
成
十
二
年
四
月

〜
十
八
年
三
月
）
の
認
定
区
分
は
、「
要
支
援
」
及
び
「
要
介
護
１
〜
要
介

護
５
」
ま
で
の
六
段
階
に
区
分
さ
れ
た
（
平
成
十
八
年
四
月
か
ら
は
「
要
支

制
度
の
仕
組
み

援
２
」
が
新
設
さ
れ
た
）。

第
二
節

　制
度
の
運
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
介
護
保
険
法
で
は
、
三
年
を
一
期
（
第
二
期
計
画
ま

で
は
五
年
を
一
期
）
と
す
る
介
護
保
険
の
実
施
に
関

す
る
計
画
を
策
定
す
る
よ
う
規
定
し
て
お
り
、
こ
の
法
定
計
画
が
「
介
護
保

険
事
業
計
画
」で
あ
る
。
三
年
を
一
サ
イ
ク
ル
と
し
て
見
直
し
を
行
う
の
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
、
給
付
と
負
担
の
関
係
な
ど
を
時
代
状
況
に
合
っ

た
在
り
方
に
柔
軟
に
修
正
し
て
い
く
た
め
で
あ
り
、
介
護
保
険
事
業
計
画
に

お
い
て
は
、
要
介
護
者
の
人
数
や
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
の
見
込
量
な
ど
、

事
業
計
画
に
定
め
る
サ
ー
ビ
ス
費
用
見
込
額
等
に
基
づ
き
保
険
料
を
設
定
し

直
す
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、設
定
し
た
保
険
料
は
一
期
三
年
の
間
、

同
額
に
維
持
さ
れ
る
。

恵
庭
市
は
、
介
護
保
険
の
実
施
に
向
け
て
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
新

た
に
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、市
は
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
九
月
に
、

高
齢
者
の
保
健
福
祉
政
策
全
般
に
関
す
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
「
恵
庭

市
老
人
保
健
福
祉
計
画
」（
旧
計
画
）
を
策
定
し
て
お
り
、
こ
れ
が
平
成
十

一
年
度
で
終
期
を
迎
え
、
さ
ら
に
翌
年
度
か
ら
は
介
護
保
険
制
度
が
施
行
さ

れ
る
こ
と
を
受
け
て
、
旧
計
画
を
「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
と
名
称
も
改

め
て
新
た
に
策
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
が
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」

を
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
両
計
画
を
「
恵
庭
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

介
護
保
険
事
業

計
画
の
策
定
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第
一
節

　制
度
の
概
要

１
．
制
度
の
創
設

制
度
創
設
の
背
景

会
の
高
齢
化
が
進
む
に
従
い
、
加
齢
に
伴
っ
て
寝
た
き
り
や
認
知
症
に

な
っ
た
と
き
誰
が
介
護
を
担
う
の
か
と
い
う
問
題
が
、
切
実
な
不
安
と
と
も

に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
こ
の
不
安
を
取
り
除
き
、
す
べ
て
の
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
や
家
庭
で
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
は
社
会
全
体
の
課
題
で
も
あ
る
。
こ
の
課
題
に
応
え
る
た
め
、
国
は

老
人
福
祉
法
の
改
正
（
昭
和
四
十
八
年
）、
老
人
保
健
法
（
昭
和
五
十
七
年

制
定
）、
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
か
年
戦
略
（
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
、
平
成

元
年
策
定
）、
さ
ら
に
新
・
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
か
年
戦
略
（
新
ゴ
ー

ル
ド
プ
ラ
ン
、
平
成
六
年
策
定
）
な
ど
の
諸
施
策
を
講
じ
て
き
た
が
、
こ
れ
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　介
護
保
険

ら
高
齢
者
に
対
す
る
医
療
・
福
祉
行
政
は
、
急
増
す
る
需
要
に
対
し
、
サ
ー

ビ
ス
と
財
政
の
両
面
で
次
第
に
限
界
を
示
し
始
め
、
国
も
地
方
も
大
き
な
転

換
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
打
開
を
目
指
し
て
構
想
さ
れ
た
の
が
介
護
保
険
制
度

で
あ
る
。
こ
の
構
想
が
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
平
成
六（
一
九
九
四
）

年
九
月
、
当
時
の
社
会
保
障
制
度
審
議
会
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
平
成
九
年
十

二
月
に
介
護
保
険
法
が
成
立
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

こ
の
新
制
度
成
立
の
背
景
に
は
、
核
家
族
化
に
よ
り
要
介
護
高
齢
者
に
対

す
る
家
庭
内
介
護
力
が
低
下
し
た
こ
と
、
介
護
期
間
の
長
期
化
に
よ
り
介
護

者
の
高
齢
化
が
進
み
「
老
老
介
護
」
が
増
加
し
た
こ
と
、
自
宅
で
介
護
が
困

難
な
高
齢
者
を
介
護
目
的
で
医
療
機
関
に
長
期
入
院
さ
せ
る「
社
会
的
入
院
」

が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
医
療
費
の
増
大
な
ど
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
介
護
保
険
法
が
成
立
す
る
ま
で
、
高
齢
者
介
護
は
、
老
人
福
祉
法

と
老
人
保
健
法
の
二
つ
の
異
な
る
制
度
の
も
と
で
行
わ
れ
て
お
り
、
利
用
者

が
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
を
自
由
に
行
え
な
い
と
い
う
問
題
や
、
施
設
不
足
、
地

域
や
施
設
間
で
の
サ
ー
ビ
ス
の
格
差
等
の
問
題
も
生
じ
て
い
た
。

介
護
保
険
制
度
は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
各
分
野
に
分
割
さ
れ
て
い
た

介
護
対
策
を
一
元
化
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
が
保
健
・
医
療
・
福
祉
等
に
ま

た
が
る
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
適
宜
組
み
合
わ
せ
て
選
択
し
、
総
合
的
・
効
率

的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
、
家
族
に
依
存
し
な
い
介
護
と
い
う

も
の
を
社
会
シ
ス
テ
ム
化
し
た
点
で
画
期
的
と
い
え
る
。

ま
た
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で

も
」
が
治
療
や
介
護
等
の
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
そ
れ
に
か
か
る
負
担
（
費
用
、
家
族
介
助
、
福
祉
施
設
利
用
料
等
）

を
社
会
全
体
で
支
え
る
た
め
、
給
付
と
負
担
の
関
係
が
明
確
な
社
会
保
険
方

式
に
基
礎
を
置
い
た
シ
ス
テ
ム
と
し
て
設
計
さ
れ
、
四
十
歳
以
上
の
国
民
す

べ
て
が
被
保
険
者
（
加
入
者
）
と
な
っ
て
保
険
料
を
納
め
、
介
護
が
必
要
と

な
っ
た
と
き
に
、
介
護
認
定
を
受
け
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

制
度
の
仕
組
み

介
護
保
険
の
保
険
者
は
恵
庭
市
で
あ
り
、
市
は
介
護
保
険
を
運
営
し
、
国

や
道
は
財
政
面
・
事
務
面
で
市
を
支
援
す
る
。

被
保
険
者
は
、
第
一
号
被
保
険
者
（
六
十
五
歳
以
上
）
と
、
第
二
号
被
保

険
者
（
四
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
医
療
保
険
加
入
者
）
の
二
つ
に
分
け

ら
れ
、
第
一
号
被
保
険
者
は
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
に
よ
り
、
食
事
・

入
浴
・
排
泄
な
ど
日
常
の
生
活
動
作
に
お
い
て
常
に
介
護
が
必
要
な
状
態（
要

介
護
状
態
）、
ま
た
家
事
や
身
支
度
な
ど
の
日
常
生
活
に
支
援
が
必
要
な
状

態
（
要
支
援
状
態
）
に
な
っ
た
場
合
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
。
一

方
、
第
二
号
被
保
険
者
は
、
脳
血
管
疾
患
や
悪
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
等
の
病
気

な
ど
が
原
因
で
要
支
援
・
要
介
護
状
態
と
な
っ
た
場
合
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
。

い
ず
れ
も
、
利
用
者
は
原
則
と
し
て
介
護
費
用
の
一
割
を
自
己
負
担
し
、

そ
れ
以
外
の
九
割
の
費
用
は
半
分
を
保
険
料
、
残
り
半
分
を
公
費
（
国
が
二

五
％
、
道
と
市
が
一
二
・
五
％
ず
つ
負
担
）
で
賄
う
仕
組
み
で
あ
る
。

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
介

護
の
必
要
性
や
必
要
量
に
つ
い
て
の
認
定
（
要
介
護
認
定
）
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
、申
請
を
し
て
認
定
さ
れ
る
と
、そ
の
介
護
の
度
合
い
に
応
じ
た
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
介
護
保
険
導
入
時
（
平
成
十
二
年
四
月

〜
十
八
年
三
月
）
の
認
定
区
分
は
、「
要
支
援
」
及
び
「
要
介
護
１
〜
要
介

護
５
」
ま
で
の
六
段
階
に
区
分
さ
れ
た
（
平
成
十
八
年
四
月
か
ら
は
「
要
支

援
２
」
が
新
設
さ
れ
た
）。

２
．
事
業
計
画

介
護
保
険
事
業
計
画

介
護
保
険
法
で
は
、
三
年
を
一
期
（
第
二
期
計
画
ま
で
は
五
年
を
一
期
）

と
す
る
介
護
保
険
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
策
定
す
る
よ
う
規
定
し
て
お

り
、
こ
の
法
定
計
画
が
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
で
あ
る
。
三
年
を
一
サ
イ

ク
ル
と
し
て
見
直
し
を
行
う
の
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
、
給
付
と
負

担
の
関
係
な
ど
を
時
代
状
況
に
合
っ
た
在
り
方
に
柔
軟
に
修
正
し
て
い
く
た

め
で
あ
り
、
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
要
介
護
者
の
人
数
や
サ
ー

ビ
ス
の
種
類
ご
と
の
見
込
量
な
ど
、
事
業
計
画
に
定
め
る
サ
ー
ビ
ス
費
用
見

込
額
等
に
基
づ
き
保
険
料
を
設
定
し
直
す
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

設
定
し
た
保
険
料
は
一
期
三
年
の
間
、
同
額
に
維
持
さ
れ
る
。

恵
庭
市
は
、
介
護
保
険
の
実
施
に
向
け
て
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
新

た
に
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、市
は
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
九
月
に
、

高
齢
者
の
保
健
福
祉
政
策
全
般
に
関
す
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
「
恵
庭

市
老
人
保
健
福
祉
計
画
」（
旧
計
画
）
を
策
定
し
て
お
り
、
こ
れ
が
平
成
十
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第
一
節

　制
度
の
概
要

制
度
の
創
設

社
会
の
高
齢
化
が
進
む
に
従
い
、
加
齢
に
伴
っ
て
寝
た
き
り
や
認
知
症

に
な
っ
た
と
き
誰
が
介
護
を
担
う
の
か
と
い
う
問
題
が
、
切
実
な
不
安
と

と
も
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
こ
の
不
安
を
取
り
除
き
、
す
べ
て
の
高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
や
家
庭
で
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
は
社
会
全
体
の
課
題
で
も
あ
る
。
こ
の
課
題
に
応
え
る

た
め
、
国
は
老
人
福
祉
法
の
改
正
（
昭
和
四
十
八
年
）、
老
人
保
健
法
（
昭

和
五
十
七
年
制
定
）、
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
か
年
戦
略
（
ゴ
ー
ル
ド

プ
ラ
ン
、
平
成
元
年
策
定
）、
さ
ら
に
新
・
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
か

年
戦
略
（
新
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
、
平
成
六
年
策
定
）
な
ど
の
諸
施
策
を
講

じ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
高
齢
者
に
対
す
る
医
療
・
福
祉
行
政
は
、
急
増
す

る
需
要
に
対
し
、サ
ー
ビ
ス
と
財
政
の
両
面
で
次
第
に
限
界
を
示
し
始
め
、
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三
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　介
護
保
険

国
も
地
方
も
大
き
な
転
換
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
打
開
を
目
指
し
て
構
想
さ
れ
た
の
が
介
護
保
険
制

度
で
あ
る
。
こ
の
構
想
が
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
平
成
六
（
一
九

九
四
）
年
九
月
、
当
時
の
社
会
保
障
制
度
審
議
会
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
平

成
九
年
十
二
月
に
介
護
保
険
法
が
成
立
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
さ
れ
た
。

こ
の
新
制
度
成
立
の
背
景
に
は
、
核
家
族
化
に
よ
り
要
介
護
高
齢
者
に

対
す
る
家
庭
内
介
護
力
が
低
下
し
た
こ
と
、
介
護
期
間
の
長
期
化
に
よ
り

介
護
者
の
高
齢
化
が
進
み
「
老
老
介
護
」
が
増
加
し
た
こ
と
、
自
宅
で
介

護
が
困
難
な
高
齢
者
を
介
護
目
的
で
医
療
機
関
に
長
期
入
院
さ
せ
る
「
社

会
的
入
院
」
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
医
療
費
の
増
大
な
ど
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
介
護
保
険
法
が
成
立
す
る
ま
で
、
高
齢
者
介
護
は
、
老
人
福
祉

法
と
老
人
保
健
法
の
二
つ
の
異
な
る
制
度
の
も
と
で
行
わ
れ
て
お
り
、
利

用
者
が
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
を
自
由
に
行
え
な
い
と
い
う
問
題
や
、
施
設
不

足
、
地
域
や
施
設
間
で
の
サ
ー
ビ
ス
の
格
差
等
の
問
題
も
生
じ
て
い
た
。

介
護
保
険
制
度
は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
各
分
野
に
分
割
さ
れ
て
い

た
介
護
対
策
を
一
元
化
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
が
保
健
・
医
療
・
福
祉
等

に
ま
た
が
る
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
適
宜
組
み
合
わ
せ
て
選
択
し
、総
合
的
・

効
率
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
、
家
族
に
依
存
し
な
い
介
護

と
い
う
も
の
を
社
会
シ
ス
テ
ム
化
し
た
点
で
画
期
的
と
い
え
る
。

ま
た
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ

で
も
」
が
治
療
や
介
護
等
の
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
安
心
し
て
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
そ
れ
に
か
か
る
負
担
（
費
用
、
家
族
介
助
、
福
祉
施
設
利
用

料
等
）
を
社
会
全
体
で
支
え
る
た
め
、
給
付
と
負
担
の
関
係
が
明
確
な
社

会
保
険
方
式
に
基
礎
を
置
い
た
シ
ス
テ
ム
と
し
て
設
計
さ
れ
、
四
十
歳
以

上
の
国
民
す
べ
て
が
被
保
険
者
（
加
入
者
）
と
な
っ
て
保
険
料
を
納
め
、

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
に
、
介
護
認
定
を
受
け
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

制
度
の
仕
組
み

介
護
保
険
の
保
険
者
は
恵
庭
市
で
あ
り
、
市
は
介
護
保
険
を
運
営
し
、

国
や
道
は
財
政
面
・
事
務
面
で
市
を
支
援
す
る
。

被
保
険
者
は
、
第
一
号
被
保
険
者
（
六
十
五
歳
以
上
）
と
、
第
二
号
被

保
険
者
（
四
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
医
療
保
険
加
入
者
）
の
二
つ
に

分
け
ら
れ
、
第
一
号
被
保
険
者
は
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
に
よ
り
、

食
事
・
入
浴
・
排
泄
な
ど
日
常
の
生
活
動
作
に
お
い
て
常
に
介
護
が
必
要

な
状
態
（
要
介
護
状
態
）、
ま
た
家
事
や
身
支
度
な
ど
の
日
常
生
活
に
支

援
が
必
要
な
状
態
（
要
支
援
状
態
）
に
な
っ
た
場
合
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
。
一
方
、
第
二
号
被
保
険
者
は
、
脳
血
管
疾
患
や
悪
性
関
節

リ
ウ
マ
チ
等
の
病
気
な
ど
が
原
因
で
要
支
援
・
要
介
護
状
態
と
な
っ
た
場

合
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
。

い
ず
れ
も
、利
用
者
は
原
則
と
し
て
介
護
費
用
の
一
割
を
自
己
負
担
し
、

そ
れ
以
外
の
九
割
の
費
用
は
半
分
を
保
険
料
、
残
り
半
分
を
公
費
（
国
が

二
五
％
、
道
と
市
が
一
二
・
五
％
ず
つ
負
担
）
で
賄
う
仕
組
み
で
あ
る
。

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め

介
護
の
必
要
性
や
必
要
量
に
つ
い
て
の
認
定
（
要
介
護
認
定
）
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
、
申
請
を
し
て
認
定
さ
れ
る
と
、
そ
の
介
護
の
度
合
い
に
応

じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
介
護
保
険
導
入
時
（
平
成

十
二
年
四
月
〜
十
八
年
三
月
）
の
認
定
区
分
は
、「
要
支
援
」
及
び
「
要

介
護
１
〜
要
介
護
５
」
ま
で
の
六
段
階
に
区
分
さ
れ
た
（
平
成
十
八
年
四

月
か
ら
は
「
要
支
援
２
」
が
新
設
さ
れ
た
）。

第
二
節

　制
度
の
運
用

介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

介
護
保
険
法
で
は
、三
年
を
一
期
（
第
二
期
計
画
ま
で
は
五
年
を
一
期
）

と
す
る
介
護
保
険
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
策
定
す
る
よ
う
規
定
し
て
お

り
、
こ
の
法
定
計
画
が
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
で
あ
る
。
三
年
を
一
サ

イ
ク
ル
と
し
て
見
直
し
を
行
う
の
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
、
給
付

と
負
担
の
関
係
な
ど
を
時
代
状
況
に
合
っ
た
在
り
方
に
柔
軟
に
修
正
し
て

い
く
た
め
で
あ
り
、
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
要
介
護
者
の
人

数
や
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
の
見
込
量
な
ど
、
事
業
計
画
に
定
め
る
サ
ー

ビ
ス
費
用
見
込
額
等
に
基
づ
き
保
険
料
を
設
定
し
直
す
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。な
お
、設
定
し
た
保
険
料
は
一
期
三
年
の
間
、同
額
に
維
持
さ
れ
る
。

恵
庭
市
は
、
介
護
保
険
の
実
施
に
向
け
て
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
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